
京都府公立大学法人　京都府立医科大学

京都府立医科大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

医学部・医学科

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

プログラムを構成する7科目の情報リテラシー、医療統計学、生命倫理学、生物統計学、
数学、応用解析学、医療倫理学の中から、必須科目の1科目を履修の上、選択必須科
目から1科目以上を履修し、合計4単位以上を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 3 科目

4.0 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

情報リテラシー 0.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療統計学 2.5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命倫理学 1.4 ○ ○

生物統計学 0.8 ○ ○ ○ ○ ○

数学 2.2 ○ ○

応用解析学 1.3 ○ ○ ○ ○ ○

医療倫理学 1.5 ○ ○

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI「情報リテラシー」
・Society 5.0、データ駆動型社会「情報リテラシー」

1-6

・AI最新技術の活用例「情報リテラシー」
・大規模言語モデル「情報リテラシー」

1-2

・1次データ、2次データ、データのメタ化「情報リテラシー」
・データ作成「情報リテラシー」
・データのオープン化「情報リテラシー」

1-3

・データ・AI活用領域の広がり「情報リテラシー」
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援など「医療統計学」「生物統計
学」

1-4

・データ解析：予測、パターン発見など「医療統計学」「生物統計学」「応用解析学」「数
学」
・データ可視化：2軸グラフ、関係性の可視化など「医療統計学」「生物統計学」
・認識技術、ルールベース、自動化技術「情報リテラシー」
・生成AIの活用「情報リテラシー」

1-5

・データサイエンスのサイクル「医療統計学」
・公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「情報リテラシー」

3-1

・倫理的・法的・社会的課題「医療倫理学」「生命倫理学」
・個人情報保護、オプトアウト「医療倫理学」「生命倫理学」
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「医療倫理学」「生命倫
理学」
・生成AIの留意事項「情報リテラシー」

3-2

・匿名加工情報「医療倫理学」「生命倫理学」
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「情報リテラシー」
・サイバーセキュリティ「情報リテラシー」

2-1

・データの種類「医療統計学」
・データの分布と代表値「医療統計学」「応用解析学」「生物統計学」
・代表値の性質の違い「医療統計学」「生物統計学」
・データのはらつき「医療統計学」「応用解析学」「生物統計学」
・相関と因果「情報リテラシー」「医療統計学」「応用解析学」「生物統計学」

2-2
・データ表現「医療統計学」「生物統計学」
・データの比較「医療療統計学」「応用解析学」「生物統計学」
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方「情報リテラシー」

2-3

・データの取得「医療統計学」
・データの集計「医療統計学」「応用解析学」
・データの並び替え、ランキング「医療統計学」
・データ解析ツール「医療統計学」
・表形式のデータ「情報リテラシー」

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

データ分析や臨床研究の具体的な事例を通じて、医療現場での実践的な応用を理解
し、新しい医療技術の開発に貢献できる素養を養う。また、データの適切な取り扱いや倫
理・ルールについて学び、安全で信頼できる医療AIの活用方法を身につける。これによ
り、医療データの活用やAIの基礎を学び、診療や研究に応用する力を身につけ、将来的
にデータを活用しながら医療を支え、より質の高い医療の提供に寄与できる。

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産 業 革 命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲で あっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



京都府公立大学法人　京都府立医科大学

京都府立医科大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

医学部・看護学科

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

プログラムを構成する情報科学および生命倫理の2科目、計4単位を修得すること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 2 科目

4.0 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

情報科学 2.0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命倫理 2.0 ○ ○

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科目）

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI「情報科学」
・Society 5.0、データ駆動型社会「情報科学」

1-6

・AI最新技術の活用例「情報科学」
・大規模言語モデル「情報科学」

1-2

・調査データ、実験データ「情報科学」
・1次データ、2次データ、データのメタ化「情報科学」
・データ作成「情報科学」
・データのオープン化「情報科学」

1-3

・データ・AI活用領域の広がり「情報科学」
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援など「情報科学」

1-4

・データ解析：予測、パターン発見など「情報科学」
・データ可視化：2軸グラフ、関係性の可視化など「情報科学」
・生成AIの活用「情報科学」

1-5

・データサイエンスのサイクル「情報科学」
・公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「情報科学」

3-1

・倫理的・法的・社会的課題「生命倫理」
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「生命倫理」
・生成AIの留意事項「情報科学」

3-2

・匿名加工情報「生命倫理」
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「情報科学」

2-1

・データの種類「情報科学」
・データの分布と代表値「情報科学」
・代表値の性質の違い「情報科学」
・データのはらつき「情報科学」
・相関と因果「情報科学」

2-2
・データ表現「情報科学」
・データの比較「情報科学」
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方「情報科学」

2-3

・データの取得「情報科学」
・データの集計「情報科学」
・データの並び替え、ランキング「情報科学」
・データ解析ツール「情報科学」
・表形式のデータ「情報科学」

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

データ分析や臨床研究の具体的な事例を通じて、医療現場での実践的な応用を理解
し、新しい医療技術の開発に貢献できる素養を養う。また、データの適切な取り扱いや倫
理・ルールについて学び、安全で信頼できる医療AIの活用方法を身につける。これによ
り、医療データの活用やAIの基礎を学び、診療や研究に応用する力を身につけ、将来的
にデータを活用しながら医療を支え、より質の高い医療の提供に寄与できる。

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な
活用法に関するもの

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第 ４ 次 産 業 革 命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲で あっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



様式２

①プログラム開設年度 令和７ 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

医学部医学科 666 228 106 641 108 108 108 17%

医学部看護学科 342 324 85 340 47 47 47 14%

合　計 1,008 552 191 981 155 155 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 155 16%

学生数 令和5年度 令和4年度 令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 履修者数
合計 履修率

令和2年度令和6年度
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①

(常勤） 454 人

（非常勤） 4 人

②

4 人

③

（責任者名） 天谷　文昌

（役職名） 教育センター長（副学長（教育担当））

④

（名称） 数理・データサイエンス・AI教育検討委員会

⑤

（名称） 数理・データサイエンス・AI教育検討委員会運営要項

⑥

⑦

数理・データサイエンス・AI教育検討委員会

委員長　教育センター長（副学長（教育担当））　天谷　文昌
委　 員　学生部長　八代　健太
委　 員　数学教室　教授　吉井　健悟
委　 員　人文・社会科学教室　教授　瀬戸山　晃一
委　 員　生物統計学教室　教授　手良向　聡
委　 員　外科学教室（乳腺外科学部門）　教授　直居　靖人
委　 員　精神医学教室　教授　成本　迅
委　 員　看護学講座　教授　森本　昌史

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

数理・データサイエンス・AI教育検討委員会は、学生支援、厚生補導、学業・
生活に関する事項及び教員教育に関する事項を審議する医学部教育委員会
の専門委員会として位置づけられ、本学の数理・データサイエンス・AI教育を
推進するための計画や改善を担う組織である。

本プログラムの自己点検・評価についても、履修者数や修了者数、科目評
価を確認の上当該委員会が行い、医学部教育委員会や学内の関連委員会
へ報告する。

体制の目的

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 16%

令和８年度予定 32%

令和９年度予定 48%

令和10年度予定 64%

令和11年度予定 80%

⑨

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムを構成する医学科の授業科目はすべて履修必修科目であり、
2025年度以降の医学科入学生は全員が対象科目を履修する。

看護学科についても、履修選択科目である情報科学について入学当初のオ
リエンテーションにおいて本プログラムの概要や獲得できるスキルについて説
明の上、履修を強く勧奨している。

本プログラムを構成する医学科の授業科目はすべて履修必修科目であり、
2025年度以降の医学科入学生は全員が対象科目を履修する。

看護学科についても、履修選択科目である情報科学について入学当初のオ
リエンテーションにおいて本プログラムの概要や獲得できるスキルについて説
明の上、履修を強く勧奨している。

大学ホームページにおいて、本プログラムの重要性や概要について掲載
し、学生に周知している。また、新入生に対してオリエンテーションや講義の中
で本プログラムの概要や獲得できるスキルについて説明し周知を図ってい
る。

今後は修了者の実績や履修者のアンケート結果等をホームページなどで学
内外に積極的に発信し、学生が積極的に取り組めるよう工夫を行う予定。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等



⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本プログラムを構成する医学科の授業科目はすべて履修必修科目であり、
2025年度以降の医学科入学生は全員が対象科目を履修する。

看護学科についても、選択科目である情報科学について入学当初のオリエ
ンテーションにおいて本プログラムの概要や獲得できるスキルについて説明
の上、履修を強く勧奨している。

講義は原則対面で行っているため、学生が不明点等ある際は担当教員に
直接質問することが可能である。また、各講義ともオフィス・アワーを設けると
ともに、相談や質問がある場合の連絡手段もシラバスに明示している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 数理・データサイエンス・AI教育検討委員会

天谷　文昌

教育センター長（副学長（教育担当））

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本学では、医学部医学科および看護学科を対象として、数理・データサイエンス・AI
に関する基礎的素養を身につける教育プログラムを実施している。医学科では「情
報リテラシー」「生物統計学」「医療統計学」「生命倫理学」等を中心として、看護学科
では「情報科学」「生命倫理」を通じて、データ活用やAIリテラシーに関する教育を展
開している。授業内演習や課題等を通じて、基礎的知識および活用能力の修得状
況を確認している。

学修成果

本プログラムでは、データサイエンスや生成AIに関する基礎知識に加え、医療現場
におけるデータ活用、統計解析、情報倫理等について学ぶことで、医療DX時代に必
要となる素養の修得を目指している。実践的な演習や事例紹介を通じて、学生が主
体的にデータやAIを活用する能力を養っている。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

授業アンケートでは、「目標と内容」「明瞭な説明」「主体性」「満足度」等の項目にお
いて概ね高い評価が得られている。特に医学科「情報リテラシー」では、各項目がお
おむね4点台前半〜後半（5段階評価）であり、学生の理解度および満足度は良好で
あった。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

授業アンケートにおける満足度や主体性に関する評価結果から、本プログラムは学
生に肯定的に受け止められていると考えられる。生成AIやデータ活用を実際に体験
しながら学ぶ授業構成により、学習意欲の向上や他学生への推奨につながってい
る。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

本学では、数理・データサイエンス・AI教育の全学的推進を進めている。医学科では
既に履修を前提とした教育を実施しており、看護学科においても今後の履修必須化
を視野に教育内容の整備を進めている。生成AI等の技術進展を踏まえながら、継
続的な教育改善と履修率向上に取り組む予定である。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

自己点検・評価の視点

（責任者名）

（役職名）

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本プログラムは、医療現場や研究分野において必要となるデータ活用能力およびAI
リテラシーの基礎形成を目的としている。将来的には、医療DXや臨床研究等に対応
可能な人材育成につながることが期待される。今後は卒業生の進路や活躍状況等
について継続的に把握し、教育改善に活用する予定である。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意
見

近年の医療DX、生成AI、データ駆動型社会の進展に伴い、医療分野においてもAIリ
テラシーやデータ活用能力の重要性が高まっている。本プログラムでは、実践的な
AI利用体験や情報倫理教育を取り入れ、社会的要請に対応した教育内容となるよ
う継続的な改善を進めている。

生成AIを活用した演習や、医療データを題材とした実践的授業を通じて、学生が「AI
を使う体験」を主体的に行える授業設計としている。医療現場や研究活動における
データサイエンス・AI活用事例を紹介することで、学ぶことの意義や将来的な活用可
能性を理解できるよう工夫している。

授業アンケート結果や学生からの意見を踏まえ、教育内容・教材・演習方法の継続
的改善を行っている。特に生成AI等の新技術を踏まえた教育内容の更新を進める
とともに、実際にAIを活用しながら学ぶ実践型授業を導入している。また、情報倫
理、ELSI、AIの限界やハルシネーション等についても扱い、批判的思考力を育成す
る教育を実施している。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直す
など、より教育効果の高まる授業内容・
方法とするための取組や仕組みについ
ても該当があれば記載

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること
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令和７年度入学者用





（4）医学部看護学科開講授業科目（令和７年度入学生用）

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生命倫理 ※3 2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

人権論 2 2 2 2 30 ◎ ○

医療人類学 2 2 2 2 30 ◎

現代医療の人間観 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

1 1 1 1 15 ◎

2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

音楽 2 2 2 2 30 ◎

心の科学 2 2 2 2 30 ◎ ○

発達心理学○ 2 2 2 2 30 ◎ ○

健康スポーツ科学 ※2 2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

健康スポーツ科学演習 ※2 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

認知心理学 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

1 1 1 1 15 ◎

教育の基礎 2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

法律と社会 2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

生活と経済 2 2 2 2 30 ◎

医療と宗教 2 2 2 2 30 ◎ ○

宗教と文化○ 2 2 2 2 30 ◎ ○

医療と社会 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

京都の文化と文化財 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

ヨーロッパの歴史と文化 2 2 2 2 30 ◎

技術の人間学 2 2 2 2 30 ◎

日本近代精神史 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

英語で京都 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

1 1 1 1 15 ◎

1 1 1 1 15 ◎

2 2 2 2 30 ◎

環境と法 2 2 2 2 30 ◎

法学 2 2 2 2 30 ◎

京都の防災と府民 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

看護師課程
16単位以上

必修8単位
＋

選択8単位　以上

※「生物学的人間
学」「生命有機化
学」「物理学」から
１科目以上履修す

る

保健師課程
16単位以上

必修13単位（看護
師課程の必修科目
に加えて、※2を必

修とする）
＋

選択3単位　以上

※「生物学的人間
学」「生命有機化
学」「物理学」から
１科目以上履修す

る

助産師課程
16単位以上

必修10単位（看護
師課程の必修科目
に加えて、※3を必

修とする）
＋

選択6単位　以上

※「生物学的人間
学」「生命有機化
学」「物理学」から
１科目以上履修す

る

感性の実践哲学　（リベラルアーツ・ゼミナール）

資料で京都　（リベラルアーツ・ゼミナール）

キャリア開発論

京都の歴史Ⅰ

京都の歴史Ⅱ

比較宗教学

日本史

社会学Ⅱ

現代社会とジェンダー

現代京都論

京都学講座（人間と社会）

基
礎
・
教
養
科
目

科学史Ⅰ

科学史Ⅱ

環境問題と持続可能な社会

京都の農林業

基
礎
・
教
養
科
目

生
命
及
び
人
間
の
尊
厳

哲学

人
間
の
理
解

卒業に必要な単位
数

京都の文学Ⅰ

京都の文学Ⅱ

こころの科学

現代社会と心

人
間
と
環
境
Ⅰ

東西文化交流史

アジアの歴史と文化

社会学Ⅰ

西洋文学論

日本近現代文学

西洋文化論

美と芸術

政治学

国際政治

経済学入門

現代教育論

京の産業技術史

京の意匠

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

①

豊

か

な

人

間

性

を

備

え
、

全

人

的

な

看

護

を

展

開

で

き

る

こ

と

別表１　　医学部看護学科教育課程（第３条関係）

区分 授業科目

単位数
（看護師）

単位数
（保健師）

単位数
（助産師）

履修年次・授業時間数

時

間

数

ディプロマポリシー

②

科

学

的

思

考

に

基

づ

い

た

判

断

能

力

を

育

て
、

主

体

的

・

創

造

的

に

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

③

保

健

・

医

療

・

福

祉

の

連

携

を

図

り
、

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

④

国

際

的

な

視

野

で

健

康

問

題

を

捉

え

て

看

護

を

考

え

ら

れ

る

こ

と



（4）医学部看護学科開講授業科目（令和７年度入学生用）

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

卒業に必要な単位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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別表１　　医学部看護学科教育課程（第３条関係）

区分 授業科目

単位数
（看護師）

単位数
（保健師）

単位数
（助産師）

履修年次・授業時間数

時

間

数

ディプロマポリシー

②

科

学

的

思

考

に

基

づ

い

た

判

断

能

力

を

育

て
、

主

体

的

・

創

造

的

に

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

③

保

健

・

医

療

・

福

祉

の

連

携

を

図

り
、

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

④

国

際

的

な

視

野

で

健

康

問

題

を

捉

え

て

看

護

を

考

え

ら

れ

る

こ

と

京都の自然 2 2 2 2 30 ◎

食プランディング論 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

1 1 1 1 15 ◎

1 1 1 1 15 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

生物学的人間学○ 2 2 2 2 30 ○ ◎ ○

生命有機化学 2 2 2 2 30 ○ ◎

物理学 2 2 2 2 30 ○ ◎

情報科学 ※2 2 2 2 2 30 ◎

1 1 1 1 15 ◎

1 1 1 1 15 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

現代科学と倫理 2 2 2 2 30 ◎

意外と知らない植物の世界 2 2 2 2 30 ◎

生命科学講話 2 2 2 2 30 ◎

医学概論Ⅰ 1 1 1 1 15 ◎

医学概論Ⅱ 1 1 1 1 15 ◎

光と色彩のサイエンス 2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

英語ⅠＡ 1 1 1 1 30 ○ ◎

英語ⅠＢ 1 1 1 1 30 ○ ◎

英語ⅡＡ 1 1 1 1 30 ○ ◎

英語ⅡＢ 1 1 1 1 30 ○ ◎

中国語Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ○

中国語Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ○

ドイツ語Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ◎

ドイツ語Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎

フランス語Ⅰ（欠講） 1 1 1 1 30

フランス語Ⅱ（欠講） 1 1 1 1 30

国際情勢の理解 2 2 2 2 30 ○ ○ ◎

英会話Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

英会話Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

2 2 2 2 30 ◎

10 181 15 176 12 179 94 81 2 4 0 0 6 4 3060

現代正義論（リベラルアーツ・ゼミナール）

プレゼンテーション力とは　（リベラルアーツ・ゼミナー
ル）

マーケティング入門　（リベラルアーツ・ゼミナール）

時事問題で学ぶファシリテーション　（リベラルアーツ・ゼ
ミナール）

現代イスラーム世界の文化と社会　（リベラルアーツ・ゼ
ミナール）

世界はいま　（リベラルアーツ・ゼミナール）

社会科学の学び方　（リベラルアーツ・ゼミナール）

4単位以上

必修2単位
＋

選択2単位
以上

現代社会に学ぶ問う力・書く力　（リベラル
アーツ・ゼミナール）

　　　1科目以上履
修

生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ

基礎・教養科目合計 20単位

網掛けの科目は共同化科目のため講義は共同化施設で行う。

○本学科提供の共同化科目

ラテン語

フランス語圏の文化とジャポニズム

映画で学ぶ英語と文化

映画で学ぶドイツ語と文化

レーザで測る、創る、楽しむ　（リベラルアーツ・ゼミナー
ル）

製品の機能から科学を学ぶ　（リベラルアーツ・ゼミナー
ル）

基
礎
・
教
養
科
目

エネルギー科学

キャンパスヘルス概論

食と健康の科学

国
際
理
解
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

人
間
と
環
境
Ⅱ

人と自然と数学αⅠ

人と自然と数学αⅡ

人と自然と数学β　（リベラルアーツ・ゼミナール）

物理学Ⅰ

化学概論Ⅰ

化学概論Ⅱ

人
間
と
環
境
Ⅰ



（4）医学部看護学科開講授業科目（令和７年度入学生用）
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別表１　　医学部看護学科教育課程（第３条関係）

区分 授業科目

単位数
（看護師）

単位数
（保健師）

単位数
（助産師）

履修年次・授業時間数
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数
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②

科

学

的

思

考

に

基

づ

い

た

判

断

能

力

を

育

て
、

主

体

的

・

創

造

的

に

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

③

保

健

・

医

療

・

福

祉

の

連

携

を

図

り
、

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

④
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野
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護
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こ

と

人体構造機能論Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ◎

人体構造機能論Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎

生化学 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

栄養学 1 1 1 1 30 ○ ◎ ◎ ○

薬理学 1 1 1 1 30 ○ ◎

病理学 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

感染免疫学 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

病態・疾病論Ⅰ(成人急性期） 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

病態・疾病論Ⅱ(成人慢性期） 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

病態・疾病論Ⅲ(精神・運動器）　 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

病態・疾病論Ⅳ(臨床腫瘍） 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

病態・疾病論Ⅴ(小児） 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

病態・疾病論Ⅵ(老年） 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

成長発達論 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

生殖健康論 1 1 1 1 30 ◎ ○

臨床遺伝学 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

人間看護工学 1 1 1 1 30 ○ ◎

疫学 2 2 2 2 30 ○ ◎ ○

公衆衛生学 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

保健統計学 2 2 2 2 30 ◎ ○

社会福祉学 2 2 2 2 30 ○ ◎

カウンセリング論 1 1 1 1 15 ◎

看護と法律 1 1 1 1 30 ◎ ○

家族社会学 ※2、※3 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○ ○

医療と経営 ※2 1 1 1 1 15 ○ ◎

24 4 26 2 25 3 3 3 5 9 7 690

看護学概論 2 2 2 2 30 ◎ ○

感染管理学 1 1 1 1 15 ○ ◎

生活援助技術論 1 1 1 1 15 ○ ◎

生活援助技術演習 2 2 2 2 60 ○ ◎

治療援助技術論 1 1 1 1 15 ○ ◎

治療援助技術演習 1 1 1 1 30 ○ ◎

看護展開論 2 2 2 2 30 ○ ◎

ヘルスアセスメント 1 1 1 1 30 ○ ◎

基礎看護学実習Ⅰ 1 1 1 1 45 ○ ◎ ○

基礎看護学実習Ⅱ 2 2 2 2 90 ○ ◎ ○

計 14 14 14 3 4 3 4 360

成人看護学概論 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

成人急性期看護援助論Ⅰ 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

成人急性期看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

成人慢性期看護援助論Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

成人慢性期看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

成人急性期看護学実習 3 3 3 135 ○ ◎ ○

成人慢性期看護学実習 3 3 3 135 ○ ◎ ○

がん看護論 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○

精神保健 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○ ○

精神看護学概論 1 1 1 1 15 ◎ 〇 ○

精神看護援助論Ⅰ 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

精神看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

精神看護学実習 3 3 3 135 ○ ◎ ○

小児看護学概論 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○

小児看護援助論Ⅰ 2 2 2 2 30 ○ ◎ ○

小児看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

小児看護学実習 3 3 3 135 ○ ◎ ○

母性看護学概論 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○

母性看護援助論Ⅰ 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

母性看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

母性看護援助論Ⅲ 1 1 1 1 30 〇 ◎ ○

母性看護学実習 2 2 2 90 ○ ◎ ○

老年看護学概論 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○

必修14単位

看護師課程
25単位以上
必修24単位

＋
選択1単位
以上

保健師課程
26単位以上

必修24単位（看護
師課程の必修科目
に加えて、※2を必

修とする）

助産師課程
25単位以上

必修24単位（看護
師課程の必修科目
に加えて、※3を必

修とする

必修46単位

2

専
門
科
目

3

専
門
科
目

保
健
・
福
祉

専
門
基
礎
科
目

健
康
・
疾
病
・
障
害
の
基
礎

専門基礎科目合計 25単位

看
護
学
の
基
本

看
護
学
の
展
開

（
理
論
と
実
践

）

3

3

3



（4）医学部看護学科開講授業科目（令和７年度入学生用）

必修 選択 必修 選択 必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

卒業に必要な単位
数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

①

豊

か

な

人

間

性

を

備

え
、

全

人

的

な

看

護

を

展

開

で

き

る

こ

と

別表１　　医学部看護学科教育課程（第３条関係）

区分 授業科目

単位数
（看護師）

単位数
（保健師）

単位数
（助産師）

履修年次・授業時間数

時

間

数

ディプロマポリシー

②

科

学

的

思

考

に

基

づ

い

た

判

断

能

力

を

育

て
、

主

体

的

・

創

造

的

に

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

③

保

健

・

医

療

・

福

祉

の

連

携

を

図

り
、

看

護

が

実

践

で

き

る

こ

と

④

国

際

的

な

視

野

で

健

康

問

題

を

捉

え

て

看

護

を

考

え

ら

れ

る

こ

と

老年看護援助論Ⅰ 2 2 2 2 30 ○ ◎ ○

老年看護援助論Ⅱ 1 1 1 1 30 ◎ ○ ○

老年看護学実習 3 3 3 135 ○ ◎ ○

在宅看護学概論 2 2 2 2 30 ○ ◎ 〇

在宅看護援助論 1 1 1 1 30 ○ ◎ ○

在宅看護実習 1 1 1 45 ○ ◎ ○

2 2 2 2 30 ◎ ○ ○ ○

1 1 1 1 15 ○ ◎ ○

　計 46 46 46 3 10 10 5 1365

研究方法論Ⅰ 1 1 1 1 30 ○ ◎

研究方法論Ⅱ 1 1 1 1 30 ○ ◎

研究方法論Ⅲ 2 2 2 2 60 ○ ◎

看護マネジメント論・看護管理Ⅰ 2 2 2 2 30 ◎ ○ ○

国際看護・国際保健Ⅰ 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

国際看護・国際保健Ⅱ 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

国際看護英語 1 1 1 1 15 ○ ◎

看護教育論 1 1 1 1 15 ○ ◎

地域精神看護論 ※2 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

発達援助論 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○

看護倫理Ⅱ 1 1 1 1 15 ◎ ○ ○ ○

災害看護論 1 1 1 1 15 ◎ ○

メンタルヘルス・マネジメント 1 1 1 1 15 ◎

看護の統合と実践Ⅰ(演習） ※1 1 1 1 1 30 ○ ◎

看護の統合と実践Ⅱ(実習） 2 2 2 90 ○ ◎

公衆衛生看護行政論 ※2 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

※2、※3 1 1 1 1 15 ◎ ○

※2 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

※2 1 1 1 1 15 ○ ○ ◎

10 12 15 7 11 11 10 9 465

地域看護診断学Ⅰ 2 2 30 ○ ◎ ○

地域看護診断学Ⅱ 2 2 30 ○ ◎ ○

地域保健活動展開論 ※3 1 1 1 15 ◎ ○ ○

地域看護学演習 2 2 60 ○ ◎ ○

地域看護学実習 5 225 ○ ◎ ○

小計 12 1 4 2 5 1 360

助産学基礎理論 1 1 15 ◎ ○ ○

親役割援助論 1 1 15 ◎ ○

助産マネジメント論 2 2 30 ◎ ○ ○

ウィメンズヘルス論 1 1 15 ◎ ○ ○

周産期病態生理学Ⅰ 1 1 30 ◎ ○

周産期病態生理学Ⅱ 1 1 30 ○ ◎ ○

地域母子保健論 ※2 1 1 15 ○ ○ ◎ ○

助産診断学Ⅰ 1 1 15 ○ ◎ ○

助産診断学Ⅱ 1 1 15 ○ ◎ ○

助産診断学Ⅲ 1 1 15 ○ ◎ ○

助産診断学Ⅳ 1 1 15 ○ ◎ ○

助産技術学Ⅰ 1 1 30 ○ ◎ ○

助産技術学Ⅱ 1 1 30 ○ ◎ ○

助産学実習Ⅰ　　　 2 2 90 ○ ◎ ○

助産学実習Ⅱ　　　 8 8 360 ○ ◎ ○

助産学実習Ⅲ　　　 1 1 45 ○ ○ ◎

小計 25 8 4 3 10 765

70 12 87 7 97 11 3 7 13 14 27 27 8 20 3315

104 197 128 185 134 193

※1　看護師国家試験のみの受験資格を取得者は選択必修である。

全科目合計

保健師課程
必修1単位（※2を
必修とする）

助産師課程
必修25単位（全科
目を必修とする）

2

3

1

必修46単位

看護師課程
必修10単位＋4単
位以上（※1は履

修）

保健師課程
必修10単位＋5単
位以上（看護師課
程の必修科目に加
えて※2の科目を

履修）

助産師課程
必修10単位＋1単
位以上（看護師課
程の必修科目に加
えて※3の科目を

履修）

74単位

保健師課程
必修12単位（全科
目を必修とする）

助産師課程
必修1単位（※3を
必修とする）

24 7065

看護師課程は全て
の区分から9単位
自由選択
　
看護師課程
１２８単位以上
保健師課程
１３４単位以上
助産師課程
１４２単位以上

301 313 327

助

産
学

専門科目合計

191 47 34 27 14

地
域
看
護
学 5

地域看護活動論Ⅱ

小計

3

1

地域看護学概論

健康教育論

18

看
護
学
の
統
合
と
発
展

家族看護学

地域看護活動論Ⅰ

専
門
科
目

（
履
修
許
可
さ
れ
た
学
生
の
み
が
履
修
す
る

）

看
護
学
の
展
開

（
理
論
と
実
践

）



数理・データサイエンス・AI教育検討委員会運営要項 

 
令和８年５月１日 

 
（設置） 

第１条 この要項は、京都府立医科大学医学部教育委員会規程（京都府立医科大学規程
第 10号）第４条第１項第６号に規定する重要事項として、学生の数理・データサイエ
ンス・AIへの関心を高め、適切に理解し活用する基礎的な能力を育成するために設置
された、数理・データサイエンス・AI教育検討委員会（以下「委員会」という。）の
組織及び運営に関して必要な事項を定める。 

 

（組織） 

第２条 委員会は次の各号に掲げる委員を以て組織する。 

(1) 教育センター長 

(2) 学生部長 

(3) 医学科教員 若干名 

(4) 看護学科教員 若干名 

(5) その他委員長が必要と認める者 若干名 

２ 委員長は前項第１号の委員を以て充てる。 

３ 第１項第３号から第５号の者は学長が指名する。 

３ 委員の任期は３年とし、再任を妨げない。ただし、欠員により補充された委員の任
期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名した委員が、その職務を代行す
る。 

５ 委員長に必要がある場合は、委員長は委員以外の者の出席を求めて、意見を聴くこ
とができる。 

 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 数理・データサイエンス・AI教育の計画・改善に関する事項 

(2) 数理・データサイエンス・AI教育の自己点検・評価に関する事項 

(3) その他数理・データサイエンス・AI教育に関し必要な事項 

 

（事務） 

第４条 委員会に関する事務は、教育支援課が処理する。 

 

（雑則） 

第５条 この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附  則 

１ この要項は、令和８年５月１日から施行する。 

２ この要項の定めるところにより最初に任じられた委員の任期は、第２条第３項の規
定にかかわらず、令和 11年３月 31日までとする。 



数理・データサイエンス・AI教育検討委員会運営要項 

 
令和８年５月１日 

 
（設置） 

第１条 この要項は、京都府立医科大学医学部教育委員会規程（京都府立医科大学規程
第 10号）第４条第１項第６号に規定する重要事項として、学生の数理・データサイエ
ンス・AIへの関心を高め、適切に理解し活用する基礎的な能力を育成するために設置
された、数理・データサイエンス・AI教育検討委員会（以下「委員会」という。）の
組織及び運営に関して必要な事項を定める。 

 

（組織） 

第２条 委員会は次の各号に掲げる委員を以て組織する。 

(1) 教育センター長 

(2) 学生部長 

(3) 医学科教員 若干名 

(4) 看護学科教員 若干名 

(5) その他委員長が必要と認める者 若干名 

２ 委員長は前項第１号の委員を以て充てる。 

３ 第１項第３号から第５号の者は学長が指名する。 

３ 委員の任期は３年とし、再任を妨げない。ただし、欠員により補充された委員の任
期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名した委員が、その職務を代行す
る。 

５ 委員長に必要がある場合は、委員長は委員以外の者の出席を求めて、意見を聴くこ
とができる。 

 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 数理・データサイエンス・AI教育の計画・改善に関する事項 

(2) 数理・データサイエンス・AI教育の自己点検・評価に関する事項 

(3) その他数理・データサイエンス・AI教育に関し必要な事項 

 

（事務） 

第４条 委員会に関する事務は、教育支援課が処理する。 

 

（雑則） 

第５条 この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附  則 

１ この要項は、令和８年５月１日から施行する。 

２ この要項の定めるところにより最初に任じられた委員の任期は、第２条第３項の規
定にかかわらず、令和 11年３月 31日までとする。 



取組概要

大学等名 京都府公立大学法人 京都府立医科大学

教育プログラム名 京都府立医科大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和８年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

プログラムの目的

将来の医師および看護師として必要な数理・データサイエンス・AIリテラシーを修得し、
データに基づく意思決定およびAIを適切に活用できる基礎能力を育成する。

身に付けられる能力

・データの理解・収集・可視化および基礎的解析能力
・統計的思考に基づく問題解決力
・AIの基本原理の理解と適切な利活用能力
・倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する理解
・多職種の視点を踏まえた意思決定能力

科目構成および修了要件

【医学科】情報リテラシー・医療統計学・生命倫理学（※看護
学科と合同）・生物統計学・数学・応用解析学・医療倫理学
修了要件：上記7科目の中から、必須1科目を履修の上、選択
必須科目から1科目以上を履修し、合計4単位以上を修得

【看護学科】情報科学・生命倫理（※医学科と合同）
修了要件：上記2科目（計4単位）を修得

先導的で独自の工夫・特色

・医学科・看護学科に共通するリテラシーレベル教育
プログラムとして体系的に設計

・生命倫理科目を合同開講し、医療における倫理的課
題を多職種の視点から考察する機会を提供

・医学科では、医療AI活用事例を用いた教育の実施

数理・データサイエンス・AI教育の
PDCAサイクル実施体制




